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本
研
究
の

目
的
は、

ア

ウ

グ

ス

ト
・

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

（
b
且

讐
ω
冖

ω
o
ゴ

日
碧
ω

o

拍

一

G。

朝

的

6
ω

 ）

が
二

十
世

紀
初
頭
に

提
示
し
た

独

自
の

芸

術
学
に

つ

い

て
、

そ

の

哲
学
的

源
泉
を

明
ら
か

に

す
る

こ

と

で

あ
る

。

取
り
上

げ
る

彼
の

著
作
は
『

芸

術

学
の

基

礎
概
念
』

（
O
、

§
き
蠹
ミ
潯

魯
丶

鼕
蕊
ミ
駐
§
吻

寒
ミ剛
矗

ミ

爭
偽

蹙
蠹

竃
ミ

》、
、

ミ
ミ
ミ

§
ミ

ミ
ミ
ミ
楠
N

、

ミ呷

冨
号
N

耐
ロ

昌
匹

ゆ
 

ユ

旦
爵
二
げ
昌
 

こ
 
O
印．

）

で

あ
り

（

以

下

『

基

礎
概
念
』

）
、

理
論
的
哲
学
的
内
容
を
含
む

冒
頭
の

諸
章
を

重

視

す
る

。

　
『
基
礎
概
念
』

は、
「

運
動
」

概
念
の

う
え
に

芸
術
理
論
を

構
築
し

た
点
で

、

近

代
美
学
史
に

お

い

て

異
彩
を
放
っ

て

い

る
。

十
九
世
紀
後
半
か
ら

二

十
世
紀

初
頭
へ

の

世
紀
転
換
期
は

、

芸
術
の

哲
学
的
研
究
に

は

事
欠
か

な
い

が、

運
動

の

側
か
ら

芸
術
に

取
り
組
ん

だ
例
は

珍
し

く、

そ
こ

に

シ

ュ

マ

ル

ゾ
ウ

芸
術
学

の

画
期
的
意
義
を

見
る

の

が

大
方
の

研
究
者
の

共
通
認
識
で

あ
る

。

私
が
シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

に
つ

い

て

立
論
す
る

の

は、

あ
の

時
期
に

あ
の

運

動
論
的
芸
術
論
が

生
ま
れ
た

、

そ
の

理

由
が

知
り
た

い

か
ら

で

あ
る

。

シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

の

学
位
論
文
を

知
っ

て

い

る

だ
ろ

う
か

、

彼
は
一

八

七

〇

年
代

後

半
に

、

シ

ュ

ト

ラ

ー

ス

ブ

ル

ク

大

学
で

エ

ル

ン

ス

ト
・

ラ

ー

ス

（
国

蕁
ω
冖

苳
ω

』
°。

奠−
°。

窃）

教
授
の

も
と

で

哲
学
を
学
ん

だ

の

だ
が、

一

九

二

四

年
に

当

時
を
回
顧
し

て
こ

う
述
べ

て
い

る
。

「

私
は

学
問
へ

の

取
り
組
み

に

つ

い

て

ラ

ー

ス

教
授
か

ら

生
涯
に

わ

た

る
影
響
を
受
け
た

。

そ
の

演
習
は

プ

ラ

ト

ン
、

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス、

ラ

イ
プ
ニ

ツ、

ロ

ッ

ク
、

ヒ

ュ

ー

ム
、

ス

コ

ッ

ト
ラ

ン

ド

学
派、

ジ

ョ

ン
・

ス

チ
ュ

ア

ー

ト
・

ミ

ル

に

及
ぶ

も
の

で

あ
っ

た
」

と
〔
↓
。

カ

ン

ト

が

落
ち
て

い

る
が、

カ

ン

ト
関
係
の

指
導
も
行
わ

れ

た

と

考
え
て

差
し

支
え
あ

る

ま
い
。

な

ぜ
な
ら
ラ

ー

ス

の

主
著（
2）

は

カ

ン

ト
に

関
す
る

も
の

で

あ
り、

彼
が

指
導
上、

カ

ン

ト

を
排
除
す
る

理

由
が

見
当
た
ら

な
い

か

ら

で

あ
る

。

　
一

八
七

七

年
、

シ

ュ

マ

ル

ゾ
ウ

が
ラ

ー

ス

に

提
出
し

た

学
位
論
文
の

表
題
は

冨
ぎ
畝
N

暈

豊
ω

畠
o
耳
 
H

貯
ω

で

あ
る
（
3｝
。

シ

ョ

テ

リ

ウ

ス

（
冒
ω

ε
ω

Ω
 

o

茜

oり
6
置
o

洋
 

巨
ω

」
 

昌−
目

禽
。゚）

は

三

十

年
戦

争
後
に

活

動
し

た

愛
国

的
な
ド

イ

ツ

語
改
良
家
で

あ
る

が、
筆
者
不
詳
と
さ
れ

て

い

た
一

七
一

七
年
刊
行
の

文
書
「

私
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見
（
∪

冨

d
口
く
o
「

ぴq
話

集
o
げ
Φ

昌

Ω
 

匹

き
o
吋
Φ

口）
」

に
つ

い

て
、

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

は

そ
れ

が

ラ

イ

プ
ニ

ツ

で

は

な
く
シ

ョ

テ

リ

ウ

ス

に

帰
属
す
る

と

推
定
し

た
の

で

あ
る
。

た
だ

今
日

こ

の

結
論
は

覆
さ
れ

て

い

て
、

一

般
に

「

私
見
」

は

ラ

イ
プ

ニ

ツ

の

真
正

の

文
章
と

さ
れ

る
。

　

私
が
通
例
無
視
さ
れ

る

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

の

学
位
論
文
に

言
及
し

た

の

は、

彼

が

哲
学
の

専
門
知
識
を

有
す
る

こ

と

を

示
し

た

い

か

ら

で

あ
る

。

専
門
性
を
欠

い

て

は

ラ

イ
プ
ニ

ツ

で
、

シ
ュ

ト

ラ

ー

ス

ブ

ル

ク

大
学
で

学
位
は

取
れ

な

い
。

ラ

ー

ス
一

門
は

学
問
的
水
準
が

高
く、
の

ち
に

『

純
粋
理
性
批
判
の

コ

メ

ン

タ

ー

ル
』

で

有
名
に

な

る

カ

ン

ト

学
者
ハ

ン

ス
・

フ

ァ

イ

ヒ

ン

ゲ

ル

魯
笛

諺

6
讐
目

内
 

こ
。。

鰤

卜。−
6
ω

ω）

も、

当
時
同
じ

研

究
室
に

在
籍
し

、

七

七

年
に

は

同

教
授
の

も
と

で

学
位
を

取
っ

て

い

る
（
一

九
一
一

年
に
「

か
の

よ

う
に

の

哲
学
」

（
き
§
。・
愚
ミ
鴨

§
恥

》、
甲

O
黛

冨
冒
邑

αq”
両

亀
×

ζ
 

5
興
）

と
し

て

刊
行
さ
れ

た
も

の

の

原
本）

。

そ
の

同
じ

研
究
室
に

哲
学
徒
た

る

青
年
シ

ュ

マ

ル

ゾ
ウ

が

い

た

の

で

あ
る

。

『

基
礎
概
念
』

に

も
そ
の

片
鱗
は

伺
え
る

が、

彼
の

哲

学
的
能
力

は

美
術
史
家
と

し

て

は

並
外
れ

て

高
く、

そ

の

能
力
を
侮
る

と
シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

芸
術
学
の

本
質
を
誤
認
す
る

可
能
性
が
高
い

。

た

だ
美
術
史
学
へ

の

転
向
の

経

緯
だ

け
は

、

資
料
的
に

も
う
ひ

と

つ

は
っ

き
り
し
な

い
。

　

さ

て

そ

の

ラ

イ

プ

ニ

ツ

に

は
一

六
七

九

年
の

書
き
込
み

の

あ
る

「
幾
何
学
的

記
号
法
』

（

O
げ

碧
固

90
「一
〇り

臨
O
塑

〔甲
Φ

O
ゴ
P
 

三
〇

帥
）

』

と
題
す
る
手
稿
が
あ

る
〔
↓
。

そ

の

中
で

彼
は

幾
何
学
全
体、

つ

ま
り
定
理
だ
け
で

な

く
公
理

ま
で

含
め
て
、

す

べ

て

が

「

運

動
（
巳
o

ε
。・

）

」

概
念
で

証
明
可
能
だ

と

主
張
し
て

い

る
。

工

作

舎
版
『

ラ

イ

プ
ニ

ツ

著
作
集
』

第
一

巻
の

編

者
澤
口

昭

韋
は

そ
れ

を、

ラ

イ

プ

ニ

ツ

幾
何
学
の

原

始
概
念
は

「

運
動
」

で

あ
り、

空
間

や

点
は
運
動
を
構
成
す

る

付
随
的
契
機
だ
っ

た

と
的
確
に

要
約
し
て

い

る
。

　

す
で

に

十
九

世
紀
中
葉
に

は

ゲ

ル

ハ

ル

ト

版
ラ

イ

プ
ニ

ツ

全
集
が
世
に

出
て

い

た
の

だ

か

ら、

当
然

、

一

九

〇
五

年
の

時
点
で

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

は

こ

の

遺
稿

に

ア

ク

セ

ス

す
る

こ

と

が

可
能
で

あ
っ

た。

私
は

ラ

イ

プ

ニ

ツ

の

『

幾
何
学
的

記
号
法
』

あ
る
い

は

そ
の

周
辺
の

遺
稿
群
が

、

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

芸
術
学
の

第
一

の

哲
学
的
源
泉
で

は

な
い

か

と

睨
ん

で

い

る
。

な
ぜ

な
ら、

「

芸
術
学
の

す
べ

て

の

原
理
と
命
題
を
運
動
概
念
に

帰
着
さ
せ

る

シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

の

企
て
」

と
、

「

幾
何
学
の

す
べ

て

の

公
理
と

命
題
を
運
動
概
念
に

帰
着
さ

せ

る

ラ

イ

プ
ニ

ツ

の

企

て
」

は、

分
野
こ

そ
違
え

、

基
本
構
想
に

お

い

て

寸
分
違
わ

ず
一

致
す
る

か

ら

で

あ
る

。

第一一
一

節

　
ア
ド
ル

フ
・

ト
レ
ン

デ
レ

ン
ブ
ル

ク

シ

ュ

ト

ラ

ー

ス

ブ

ル

ク

大
学
で

シ

ュ

マ

ル

ゾ
ウ

の

指
導
に

あ
た
っ

た
エ

ル

ン

ス

ト
・

ラ

ー

ス

は
、

ベ

ル

リ

ン

大
学
で

ア

ド
ル

フ

・

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

教
授

（
易
O
悼

宀
G。

鵡）

に

哲
学
を
学
ん

だ

人

で

あ
る

。

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ
ル

ク

は

い

ま

や

忘
れ

ら
れ
た

存
在
だ

が、

十
九

世
紀
中
葉
の

プ

ロ

イ

セ

ン

の

大
学
や

ギ

ム

ナ

ジ
ウ

ム

の

哲
学
教
師
で

、

彼
の

名
前
を
知
ら

な
い

者
は

い

な

い
。

高
級
文
部
官

僚
で

あ
り、

そ
の

口

頭
試
問
に

合
格
し

な
け
れ
ば

、

こ

の

国
で

哲
学
の

教
鞭
は

採
れ
な
か
っ

た

か
ら
で

あ
る

。

彼
が
生
涯
で

こ

な
し
た

面
接
は

優
に

七

百
回
を

超

え
る

。

そ
の

主

著
で

あ
る
「

論
理

学
研

究
（

譜
帆

恕

ぎ
q
ミ
鴨

跨
袋

蕁

§
鷺
養
）

』

（
一゜
〉
自
＝
m
ひQ

ρ

しロ
 

≡
尸
じ口
Φ
け

ゴ
げq
Φ゜
日

○。

お…
卜。°
〉
ロ

巨

鎖
ρ

冒

20N

貫鴇

鶤
「

N
Φ

＝
G。

 
卜。旧
ω゚

〉

ら
螢

αqP

冨
督
N

醇

田
詩
色「
H
°。

刈

ρ

金
田

は

第
三

版
を
使
用
）

は

十
九
世
紀
中
葉

の

プ

ロ

イ
セ

ン

の

代
表
的
哲
学
書
で

あ
る

が
、

同
時
に

教
員
採
用
試
験
対
策
の

参
考
書
と
し
て

広
範
に

読
ま
れ

た

形
跡
も
あ
る

。

そ
し
て

ラ

ー

ス

を

間
に

お

い

て、

シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

は

そ
の

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

の

孫
弟
子
に

当
た

る

の

で

あ

る
。

シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

の
一

八

七

七

年
の

学
位
論
文
に

も
そ
の

名
前
は

出
て

く

66
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る

し、

彼
が

『

論
理
学
研
究
』

に

眼
を
通
さ
な
か
っ

た

と

は
到
底
考
え
ら

れ

な

い
。

　

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

は

ド

イ
ツ

語
圏
の

哲
学
的
司
令
塔
で

あ
っ

た
。

彼
と

何
ら
か

の

接
点
を

持
つ

人

物
を

挙
げ
る

と、

R
・

H
・

ロ

ッ

ツ

ェ

（

一

QQ
一

刈

南
H
）

、

W
・

デ
イ

ル

タ

イ
（
ド

G。

⊆ウ

甲

ち
＝）
、

F
・

ブ

レ

ン

タ

ノ

ρ
Q 。

ω

Q。−
目

 

嵩）
、

G
・

フ

レ

ー
ゲ

（
目

Q ◎

み

中
目

 

bQ
窃
）

、

敵
対
的
だ
が
W
・
ロ

ー

ゼ

ン

ク

ラ
ン

ツ

（

易
卜。

H−
置
）

、

彼
の

ヘ

ー

ゲ
ル

批
判
に

快
哉
を
叫
ん

だ
デ

ン

マ

ー

ク

人

S
・

キ

ル

ケ

ゴ

ー

ル

ρ
Q 。

目

ω−
q
α）

が
い

る
。

ほ

か

に

チ
ェ

コ

の

B
・
ボ

ル

ツ
ァ

ノ

（

ミ
Q。

腎
目

Q。

虧
G。）
、
R
・

フ

ォ

ン

　

ツ

ィ

ッ

メ

ル

マ

ン

（

一

cQN

←
Φ
G◎
）

、

E
・

ハ

ン

ス

リ

ッ

ク

（
目

○。

鱒

り
目

 
O
軽）

た
ち
が

、

ヴ
ィ

ー

ン

大
学
と
プ
ラ

ハ

大
学
の

人
脈
を
通
じ
て
、

プ
ロ

イ

セ

ン

の

権
力
中
枢
に
い

た

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ
ル

ク

と
接
点
を
持
っ

て

い

た

と

信
ず
る

理

由
が
あ
る
〔
5）
。

だ

が

そ
れ

は

当
面
の

話
題
で

は
な
い

。

　

と

こ

ろ

で
一

八

三
一

年
は

画
期
的
な
年
で

あ
っ

た
。

へ

ー

ゲ

ル

の

没
し
た

年
、

A
・

1
・

ベ

ッ

カ

ー

（
〉
苣

讐
uワ

ニ
日
ヨ
嘗
＝

皀

Uσ
 

算
Φ

二
刈

G。

甲

お
刈

ド）

編
纂
の

ア

カ

デ

ミ

ー

版
ア

リ

ス

ト
テ

レ

ス

全
集
の

発
刊
の

年、

そ
し

て

後
で

説

明
す
る

が
、

マ

イ

ケ
ル
・

フ

ァ

ラ

デ

ィ

（

賽
。

冨
巴

閃

周

巴
覧
刈

露
ら
。。

 
¶）

が

モ

ー

タ

ー

の

原
理

で

あ
る

電
磁
誘
導
現

象
を

報
告
し
た
年
で

も
あ
る

。

　
一

八

四

〇

年
の

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ
ル

ク

の

『

論
理
学
研
究
』

は
、

一

八
＝

二

年
の

三

つ

の

出
来
事
と

次
の

よ

う
に
意
味
深
く
繋
が
っ

て

い

る
。

　

そ

の

一
。

『

論
理

学
研
究
』

は

最
も
早
い

へ

ー

ゲ

ル

批
判
書
の
一

つ

で

あ
る

。

二

十
年
代

、

ベ

ル

リ

ン

大
学
の

年
長
の

同
僚
へ

ー

ゲ

ル

か

ら
直
々

に
、

「

う
ち

の

グ

ル

ー

プ

に

入
ら

な

い

か
」

と

オ
ル

グ
を
受
け
た
ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

は

（
6）
、

授

業
で
へ

ー

ゲ

ル

哲
学
を
公
然
と

批
判
し

、

あ
ま
つ

さ
え

（

へ

ー

ゲ
ル

没
後
の
∀

一

八

四
〇

年
の

『

論
理
学
研
究
』

で

は
へ

ー

ゲ
ル

哲
学
の

空

疎
性
と

無
効
性
を

痛
罵
し
て

い

る
（
7）
。

多
岐
に

わ
た

る

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

哲
学
は

安
易
な
要
約
を
拒
む
が

、

そ

の

本
質
を、

す
べ

て

の

カ

テ
ゴ

リ

ー

は
「

運

動
」

原
理
で

究
明
可
能
だ
と

い

う

洞
察
に

求
め
て

も
間
違
い

で

は

な

い
。

『

論
理
学
研
究
』

全
九

三

九
ペ

ー

ジ

は
、

認
識
か
ら

道
徳
に

い

た

る

全
経
験

領
域
の
、

「

運
動
（

印
Φ

芝
Φ

讐
昌
矚

ご

概
念
に

よ

る

解
明
な
の

で

あ
る

。

な
お

彼
を
中
心
と
す
る

学
派
は

「

後
期
ド
イ
ツ

観
念

論
」

と
呼
ば

れ

る

こ

と

が

あ
る（
8v

。

　

そ

の

二
。

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ
ル

ク

は

プ

ラ

ト

ン

お
よ

び

ア

リ

ス

ト
テ

レ

ス

の

研
究
者
で

も
あ
り、

A
・
1
・

ベ

ッ

カ

ー

や

C
・
A
・
ブ

ラ

ン

デ

ィ

ス

（
07

菖
α゚

口

畧

民
ざ

讐
曾

しd

毒
昌

会
・゚

」
刈

 

P
一

゜。

O
刈）

と

の

親
交
で

知
ら
れ

る
。

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

の

国
の
、

中
世
ス

コ

ラ

を

経
由
し
な
い

ア

リ
ス

ト

テ

レ

ス

研
究
の

濫
觴
で

あ
る

。

重
要
な
こ

と
は、

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

が
ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

復
興
を
ド
イ

ツ

観
念

論
批
判
に

結
び

つ

け
た
こ

と

で

あ
る。

例
え
ば
カ

ン

ト
の
、

「

認
識
は
主

観
が
カ

テ

ゴ

リ

ー

を
使
っ

て

現
象
を

読
み

綴
っ

た
結
果
で

あ
る、

だ

が
現
象
の

根
底
に

あ
る

物
自
体
は

知
ら
れ

な

い
」

と

い

っ

た

主

張
を

、

彼
は

拒
否
す
る

、

主
観
は

主
観
で

、

客
観
は

客
観
で、

そ
れ

ぞ

れ

哲
学
的
に

解
明
可

能
で

あ
り、

究
極
の

原
理
す
な
わ
ち
「

運
動
」

が

二

つ

の

課
題
を

併
行
し

て

解
決
す
る

と
主

張
す
る

の

で

あ
る

。

し
か

し
こ

の

認
識
に

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

の

「

キ
ー

ネ
ー
シ

ス
」

概
念
の

残
響
を
聞
く
の

は

正

当
で

あ
る

。

な
ぜ

な
ら
ア

リ

ス

ト
テ

レ

ス

で

は、

キ

ー

ネ
ー

シ

ス

（

運
動）

は
、

一

方
で

魂
の

出
来
事
の

説
明
原
理
で

あ
る

と
同
時
に

θ
 

ぎ
巨
騨
）

、

他
方
で

は
物
的
世
界
の

説
明
原
理
で

も

あ
っ

た

か

ら
で

あ
る

（
℃

ξ
の

8
◎

等
）

。

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

の

哲
学
は

、

原
理
に
お

い

て

は

運
動
の
一

元
論
だ
が、

世
界
観
と

し

て

は

物
と
魂
の

二

元

論
な

の

で

あ
る

。

　
そ

の

三
。

美
学
と

直
接
の

関
連
は

な
い

も
の

の
、

物
理

学
に

お
け
る

電
磁
誘

導
現
象
の

発
見
は

刮
目
に

値
す
る。

そ

れ

が
「

原
理
の

相
互

交
通
」

思
想
に

通

じ
て

い

る

か

ら
で

あ
る

。

や

や
立
ち
入
っ

て

説
明
す
る

。
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ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

が

カ

ン

ト
の

カ

テ
ゴ

リ

ー

理

論
に

向
け
た

批
判
は

こ

う
で

あ
る

。

「

カ

ン

ト
は

関
係
の

カ

テ
ゴ

リ

ー

に

お

い

て
、

内
属
性、

因
果
性、

相
互
作
用

の

概
念
を

横
並
び

言
 

び
Φ

ぎ
乙
口

窪）

に

し

て

い

る。

カ

テ

ゴ

リ

ー

は

相
互

排
他
的
（
°。

け
ゴ

譽
ω

ω

o

窰
窃
ω

8）
だ
と
し、

あ
る

概
念
は、

そ

の

い

ず

れ

か
で

は

あ
っ

て

も
同
時
に

幾
つ

か
に

ま
た
が

る

こ

と

は

な
い
、

と

カ

ン

ト

は

言
う

」

。

し

か

し

カ

ン

ト

に

反

対
し
て
、

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ
ル

ク

は

こ

う
申
し

立
て

る

の

で

あ
る

。

「

内

属
性、

因
果
性

、

相
互
作
用
の

カ

テ

ゴ

リ

ー

は

排
他

的
に
区
切
ら
れ

て

は

い

な
い
．

内
属
的
な
も
の

は

ほ

と

ん

ど

常
に

因
果
的
で

も

あ
る
」

と
。

（
い

ず
れ

も
『

論
理
学
研
究』
、

三

七

五

頁。
）

　
要

す
る

に

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

は、

あ
る

カ

テ

ゴ

リ

ー

は

他
の

カ

テ

ゴ

リ

ー
と

相
互
に

交
通
す
る、

と

言
う
の

で

あ
る
。

交
通
は
私
自
身
の

言
葉
だ

が、

彼
は
こ

の

現
象
を、

原
理

と

原
理
の

問
の

「

翻
訳
（
口

げ

興
器
言
Φ

口）
」

、

「

相
互
移

行
（
5
。

Φ

ぎ

聟
α

嘆

尋
Φ

渥
 

『

8）
」

、

「

相
互

変
換
（
匹

会
ぎ
 

ぎ

磐
匹

奠
＜
 

蕁
聟
α

 一
昌）
」 、

「

相
互

交
替
（
ω
一

6
ず
一
口
 冖
昌
騨

昌
住
 

「

ζ

ヨ
ω

 
冖

N
 

口）
」

と

表
現
し
て

い

る

（
『

論
理
学

研
究
」

三

七

六
頁）

。

私
が
本
稿
で

指
摘
す
る

の

は、

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

芸
術
学

が

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

の

哲
学
か

ら
「

原
理
の

相
互

翻
訳
」

の

思

想
を

継
承

し
て

い

る

の

で

は

な

い

か
、

と
い

う
可

能
性
で

あ
る

。

　
カ

テ
ゴ

リ

ー

の

相
互

翻
訳

、

原
理
の

相
互

翻
訳
と

い

う
と

奇
異
に

響
く
だ
ろ

う
が
、

十
九

世
紀
の

人
ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

に

と
っ

て

そ

れ

が

奇
異
で

な

か
っ

た

と

考
え
る

理
由
が
あ
る

。

フ

ァ

ラ

デ
ィ

ー

の
一

八

三
一

年
の

電
磁
誘
導

の

報
告
か

ら

約

半
世

紀

後
、

イ
ギ

リ
ス

の

フ

レ

ミ

ン

グ

（
冒

ぎ
〉

簟
ぼ
o
°。

 

閃

お
ヨ
げ
σq
μ
。。

お−
お
島）

は

有

名
な

左

手
お

よ

び

右
手
の

法

則
を

発

表

す
る

（

一

八

八

八

年
V

。

中
指
で

電
流
を、

人

差
し
指
で

磁
界
を

、

親
指
で

力
の

方
向

を
表
す
こ

の

法
則
は
、

電
磁
誘
導
現
象
の

才
気
溢
れ

る

直
観
化
で

あ
る

が、

同

時
に

そ
れ
は、

フ

ァ

ラ

デ

ィ

ー

の
一

八

三
一

年
の

発
見
が

実
は、

互

い

に

独
立

な
諸
原
理
の

相
互
翻
訳
可
能
性
の

発
見
で

も
あ
っ

た

こ

と
を

、

目
に

見
え
る
形

で

証
明
し
て
い

る。

そ
れ
は

こ

う
い

う
こ

と

で

あ
る

。

　
ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

の

い

う
「

翻
訳
（

口
σ
Φ

蕁
 

臼
Φ

巳
」

と
は、

あ
る

カ

テ
ゴ

リ

ー

が

元
の

何
か
を

保
存
し

た

ま
ま
別
の

カ

テ

ゴ

リ

ー

に

越
境
し、

そ

れ

で

い

て

各
々

の

カ

テ
ゴ

リ

ー

の

独
立

性
は

温
存
さ

れ

る、

と

い

う
意
味
で

あ
る
。

フ

ァ

ラ

デ
ィ

ー

で

言
え
ば
、

「

磁

界
と

電
流
」

は

「

力
」

に
、

「
磁
界
と
力
」

は

「

電
流
」

に
、

「

電
流
と
力
」

は

「

磁
界
」

に

翻
訳
さ
れ

る

（

つ

ま
り
元

を
保
存

し

た
ま
ま
越
境
し、

そ

れ

で

い

て

独
立

性
は

毀
損
さ
れ

な
い
）

。

十
九
世
紀
中

葉
か

ら
世
紀
末
の

プ

ロ

イ

セ

ン

で

は
、

す
で

に

原

理
間
の

翻
訳
の

イ
メ

ー

ジ

は、

理

科
の

教
科
書
な
ど

を
通
じ
て

社
会
通

念
に

な
っ

て
い

た

の

で

は

な
い

だ
ろ

う

か
。

（

ち
な
み

に
、

フ

ン

ボ

ル

ト

や

シ
ョ

ッ

テ

リ

ウ

ス

を
見
れ

ば

分
か

る

こ

と

だ

が
（
£
、

哲
学
が

「

翻
訳
」

な
ど
の

文
芸
概
念
を

取
り
込
む

こ

と

は、

な
に

も
昨
日

今
日

始
ま
っ

た

こ

と
で

は

な
い

。

）

　
以

上、

駆
け
足
な
が

ら、

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

に
つ

い

て

私
は

以

下
の

三

点
を

見
た
。

第
一

に
、

「

彼
の

哲
学
が

運
動
を
基
礎
概
念
と
す
る
こ

と。
」

第
二

に、
「

彼
の

哲
学
が
あ
る

種
の

二

元
論
を
内
蔵
す
る

こ

と
。

」

第
三

に
、

「

彼
の

哲
学
が

基
礎
概
念
の

相
互

翻
訳
の

思
想
に

開
か

れ

て

い

る

こ

と
。

」

　

そ
し

て

私
は

シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

の

芸
術
学
が、

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

の

こ

の

哲
学
の

影
響
下

に

あ
る

と

睨
ん

で

い

る

の

で

あ
る

。

　
こ

こ

で

警
戒
す
べ

き
は

、

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

と

カ

ン

ト
の

関
係
で

あ
る

。

い

ま
挙
げ
た

三
つ

の

内
容
が

「

脱
カ

ン

ト
的
」

で

あ
る

こ

と
に

留
意
さ

れ

た
い

。

実
際、

カ

ン

ト

は

運

動
を

基
礎
概
念
と
し
て

立
て

な
か
っ

た
し

、

カ

ン

ト
哲
学

は

二

元
論
で

は

な
か
っ

た

し
、

カ

ン

ト

は

カ

テ
ゴ

リ

ー

の

交
通
を
認
め

な
か
っ

た

の

だ

か

ら。
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第
四
節

　
シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

芸
術
学
の

脱
力
ン
ト

的
性
格

総
じ

て

芸
術
学
（

昏
昌
ω

ヴ

猷
ω

ω

Φ

昌
ω

O
げ

聾）

が
「

カ

ン

ト

的
」

で

あ
り
続

け
た

こ

と

に

疑

義
は

な
い
。

先

陣
を

切
っ

た

K
・

フ

ィ

ー

ド

ラ

ー

が

そ

う
だ
し、

約
半

世
紀
後
の

E
・

パ

ノ

フ

ス

キ

ー

の

「

現

象
意

味
ー
指
示
的

意
味
−
本
質

意
味
」

の

三

項
図
式
も
ま
た
、

近

年
デ
ィ

デ
ィ
・

ユ

ベ

ル

マ

ン

が

論
断
し

た
ご

と
く（
−o）
、

『

純
粋
理
性
批
判
」

の

綜
合
（

9
∋
爵
 
ω一
ω
）

概
念
の

美
学
的

変
奏
な

の

で

あ
る

。

E
・

ゴ

ン

ブ
リ
チ
の

図
式
概
念
も
ま

た
然

り
。

　
け
だ
し

「

引
い

て

み

な
け
れ
ば
線
を
考
え
る

こ

と

は

で

き
な

い
、

描
い

て

み

な

け
れ
ば

円
を

考
え
る

こ

と
は

で

き
な
い

」

（
『

純
粋
理

性

批
判
』

じ⇔

霸
e

と

い

う
カ

ン

ト
の

呟
き
は

、

芸
術
学
の

無
意
識
を

構
成
す
る

。

　
こ

こ

で

本
論
文
は

後
半
に

入
る

。

私
は

先
ほ

ど

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ
ル

ク

に

お

け
る

脱
カ

ン

ト
的
な
三
つ

の

要
素
を

示
し

た

が
、

そ
れ

を
手
掛
か
り
と

し

て、

今
度
は
シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

芸
術
学
の

「

脱
カ

ン

ト
的
な
も
の
」

を

あ
ぶ

り
出
す
こ

と

が

で

き
る

。

す
な
わ
ち
第
一

に
、

「

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

芸

術
学
が

運
動
を
基
礎

概
念
と
す
る

こ

と
」

、

第
二

に
、

「

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

芸
術
学
が
あ
る

種、

二

元
論

の

性
格
を
帯
び

る

こ

と
」

。

第
三

に

「

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

芸
術
学
が

基
礎
概
念
相

互

の

翻
訳
の

視
点
を
持
つ

こ

と
」 、

以
上

三

点
を、

順
番
を
替
え
て

（
一
）

運
動

、

（

二
）

翻
訳、
（
三）

二

元
論
の

順
序
で

確
認
し
よ

う。

（

一
）

運
動

シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

の

運
動
概
念
は
ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

を

起
源
と

す
る
、

と
言

い

切
れ

る
だ
ろ

う
か。

裏
付
け
と

な
る

資
料
も
な
く、

歴

史
的
証
明
は

諦
め
ざ

る
を

得
な

い

が、

『

基
礎
概
念
』

に

お

け
る

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

の

最
大
の

標
的
が

A
・

リ

ー
グ

ル

（

≧
o
置

空
紹
＝
°。

切

○。−
お
8）
だ
っ

た

と

な

る

と

話
は

別
で

あ
る

。

状
況
証
拠
が

使
え
る

か

ら

で

あ
る

。

　

若
き

日

の

リ

ー

グ

ル

が

J
・

F
・

ヘ

ル

バ

ル

ト

Oo

冨
目
閏
匡
 

自

ユ
o
げ

閏

巽
げ

葭
け

嵩
刈

孚
ド

。。

爵）

の

哲
学
を
学
ん

だ
こ

と

を
示
唆
す
る

資
料
が
存
在
す
る

。

こ

の

資
料
に

立

て

ば
、

リ
ー

グ

ル

の

哲
学
的
素
養
は
ヘ

ル

バ

ル

ト

系
だ

と

い

う

推
定
が

ま
ず
成
り
立

つ
（
U。

　
と

こ

ろ

で
一

八

六

〇

年
代、

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

と
ヘ

ル

バ

ル

ト
派
が

哲

学
上

の

論
戦
を

交
わ

し

た

こ

と

が
あ
る

。

そ

の

際
、

ト

レ

ン

デ
レ

ン

ブ

ル

ク

は

「

運
動
」

概
念
を

駆
使
し
て
ヘ

ル

バ

ル

ト

派
を
攻
撃
し、

優
位
の

う
ち
に

論
戦

を
閉
じ

た
の

で

あ
っ

た
（
12　。

　
さ
て

リ

ー

グ

ル

が
ヘ

ル

バ

ル

ト
系
の

哲
学
を
奉
じ

て

い

る

こ

と

を
、

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

は
お

そ
ら
く
知
っ

て

い

る
。

な
ら

ば

彼
に

と
っ

て
、

運
動
概
念
を

前
面

に

押
し

立
て

る

こ

と

に

は

戦
略
的
合
理
性
が

あ
っ

た
。

実
際、

私
淑
す
る

ト

レ

ン

デ
レ

ン

ブ

ル

ク

が
ヘ

ル

バ

ル

ト
攻
撃
に

使
っ

て

勝
利
し

た
武
器
を
自
分
も
使

う
こ

と

は、

ヘ

ル

バ

ル

ト
哲
学
を
受
け
継
ぐ
リ
ー

グ

ル

芸
術
学
へ

の

攻
略
法
と

し

て

は

理
に

か

な
っ

て

い

る
。

師
と

師
の

対
立

を
、

弟
子
と
弟
子
が
な
ぞ
る

の

で

あ
る

。

　
と

こ

ろ

で

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

は
「

基
礎
概
念
』

の

第
一

章
で

こ

う
言
う

。

「

リ

ー

グ

ル

も
［
芸
術
創
造
の
］

始
ま
り
を

自
然
科
学
的
に、

限

定
的
に

は

生
理

学
的

（
O

ξ
巴

巳
o
瓶

・゚

o
げ）

に

導
こ

う
と
考
え
て

い

た
」

と

（
第
一

章

段
落
八
）

。

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

は

リ
ー

グ
ル

同
様

、

自
分
も
生

理

学
的
方
法
を
採
る

と
言
い
、

そ
れ

で

い

て

リ

ー

グ

ル

と

対
決
す
る

の

だ

か

ら
、

シ

ュ

マ

ル

ゾ
ウ

の

攻
撃
は

リ

ー

グ

ル

生
理
学
の

至
ら
ぬ

部
分
に

向
け
ら

れ

た

に

違
い

な
い

。

だ
が

シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

の

眼
に

リ

ー

グ
ル

生

理
学
の

い

っ

た

い

何
が

い

け
な
い

の

か
。

　
シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

は

リ

ー

グ
ル

に
ヘ

ル

バ

ル

ト
哲
学
の

残
滓
を

見
て

い

る
。

残
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滓
の

最
た

る

も
の

は

そ
の

数
学
主

義
で

あ
る

。

た

と
え
ば

リ

ー

グ

ル

は

点
・
線・

面
を

構
成
す
る
に

際
し

て
、

「

点
か
ら

線
へ

、

線
か

ら
面
へ

」

と

い

う
数
学
的

順
序
を
そ

の

ま
ま
生
理
学
的

順
序
に

し
て

い

る
。

だ
が
シ
ユ

マ

ル

ゾ

ウ

に

よ

れ

ば
、

こ

れ

は
ユ

ー

ク

リ
ッ

ド

の

方
法
を
生
の

領
域
に

転
用
し

た

も

の

で
、

芸
術

論
と
し
て

は

錯
誤
で

あ
る

（
『

基
礎
概
念』

第
一

章
段
落
十
五
）

。

　
そ
も
そ

も
美
学
の

歴
史
を

学
ぶ

う
え
で

ヘ

ル

バ

ル

ト
の

空
間

論
は
必

読
で

あ

る
（
13）
。

ヘ

ル

ム

ホ

ル

ツ

も
リ

ー

グ
ル

も
、

ヘ

ル

バ

ル

ト

を

読
ま
な
け
れ

ば

基

本
が
理
解
で

き
な
い

。

ヘ

ル

バ

ル

ト

は
一

八

二

六
年
の
『

学
と

し

て

の

心
理
学』

で
、

空
間
的

所
与
の

心
理
学
的
構
成
を
与
え
て

い

る
。

時
間
軸
に

現
在
を
と

り
、

過
去
が
再
生

（

カ
Φ

買
o
ユ
ロ

臣
8）
と

い

う
仕
方
で

現
在
に

残
す
刻
印
を

力
学
的

な
方
程
式
で

表
し、

そ

の

刻
印
の

集
合
に

積
分
も
ど

き
の

演

算
を

施
す
こ

と

で
、

人

間
の

空
間
経
験
を
説
明
し

よ

う
と

す
る

。

「

再
生
」

概
念
は

た

し

か
に

興
味

深
い
。

し

か
し
数
学
的
処
理

は

当
時
か
ら

如
何
わ

し

い

と

さ

れ、

そ
れ

が

今
日

ヘ

ル

バ

ル

ト
が
顧
み

ら

れ

な

い

理

由
の
一

つ

と

も
な
っ

て

い

る
。

そ
し

て

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

は、

リ
ー

グ

ル

が
ヘ

ル

バ

ル

ト

流
の

「

数
学
主
義」

を

脱
し

切
っ

て

い

な
い
、

と
診
断
し

た

の

で

あ
る

、

　
こ

こ

で

「

運
動
」

に
つ

い

て

若
干
補
足

す
る。

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

が
『

基
礎
概

念
』

で

使
っ

て

い

る

に

も
拘
ら
ず

、

本
稿
で

私
が
触
れ

な
い

言

葉
が
一

つ

あ
る

。

そ

れ

は

「

身
体
（
需一
げ）
」

で

あ
る

。

常
識
的
に

は

運

動
は

身
体
の

属
性
だ

ろ

う
か
ら

、

「

運

動
と

身
体
」

と

言
え
ば

誰
し

も
、

事
実
の

順
序
と

し

て

身
体
が

先
行
し、

そ
れ
に

運
動
が

付
き
従
う
と

考
え
る

だ

ろ

う
。

そ

こ

か

ら
人

が

さ
ら

に
、

理
論
的
に

も
身
体
論
が

先
行
し、

そ

れ

に

運
動
論
が
続
く
と

予
想
す
る

の

も
自
然
で

は
あ
る

。

し
か

し

予
想
に

反
し

て、

近
代
ド
イ
ツ

語
圏
の

哲
学
で

は
、

運

動
論
の

方
が
身
体
論
に

先
行
し

た
と

い

う
事
実
を
私
は

指
摘
し

て

お

き
た
い

。

な

に
よ

り
も
ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

が
そ

の

証
拠
で

あ
る

。

実
際

、

十
九
世
紀

プ

ロ

イ
セ

ン

の

哲
学
界
を

永
き
に

わ

た
っ

て

牛
耳
っ

た

ト

レ
ン

デ

レ

ン

ブ
ル

ク

の

運
動
論
の

ど

こ

を
見
て

も
、

「

身
体
」

は

登
場
し

な
い

。

そ

こ

で

私
は、

ま

ず
始
め

に

ラ

イ

プ

ニ

ツ

や
ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ
ル

ク

の

「

身
体
な
き
運
動
論
」

が

下

部
構
造
と

し

て

あ
っ

て
、

そ

れ

に

「

身
体
論
」

が

十
九

世
紀
末
に

上
部
構
造

と

し
て

後
づ

け
さ
れ

た
、

そ
し

て

そ

の

意
味
で

運

動
論
と

身
体
論
の

登
場
に

は

時
間
差
が

あ
っ

た
と

考
え
る

も
の

で

あ
る

。

本
稿
は

そ
の

時
間
差
の

狭
間、

即

ち

身
体
概
念
抜
き
で

運

動
論
が

論
理

的
に

成
立

し

得
た
微
妙
な
局
面
に

眼
を
凝

ら

し

て

い

る
。

た
だ

紙
幅
の

事
情
も
あ
っ

て
、

本
稿
で

は

身
体
論
の

後
づ

け
の

具
体
的
経
過
に

触
れ

る

こ

と

は

で

き
な
い
（
Mv

。

（一
一
）

翻
訳

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

芸
術
学
の

基
礎
概
念
は
シ

ン

メ

ト

リ

ー、

プ

ロ

ポ

ー

シ

ョ

ン
、

リ

ズ

ム

で

あ
り

、

そ
れ

ぞ
れ
水
平、

垂
直、

奥
行
き
に

対
応
す
る

。

私
は

今
か

ら
、

シ

ュ

マ

ル

ゾ
ウ

が

こ

れ
ら

基
礎
概
念
の

間
に

ト

レ

ン

デ
レ

ン

ブ
ル

ク

的
な

「

相
互

交
通、

相
互

翻
訳
」

を
考
え
て

い

た

こ

と

を
示
そ
う
と

思
う。

　
一

九

二

〇

年
の

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

の

思
考
実
験
は

興
味
深
い
（
15）
。

細
い

煙
突

状
の

ド
ー

ム

に

閉
じ
込
め
ら
れ

、

身
動
き
が

と
れ
な
い

と
す
る

。

動
け
な
い

以

上
、

ア

ク

テ
ィ

ブ

な
の

は

垂
直
感
覚
だ
け
で

あ
る

。

だ
が

首
を
そ
ら
せ

て

煙
突

の

開
凵

部
に

視
線
を
や

る

と
、

彼
方
に

夜
空
の

星
が

見
え
る

。

　
理
屈
と
し

て

は、

そ
の

星
は

身
体
の

垂
直
軸
の

延
長
線
上

に

位
置
し

て

い

る
。

し

か

し
実
際
に

は、

そ
の

星
は

垂
直
性
の

価
値
で

は

な

く
「

遠
さ
」

と
い

う
奥

行
き
価
値
を
帯
び
て

見
え
て
い

る。

そ

こ

で

シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

は

こ

う
理

解
す
る

の

で

あ
る

。

こ

こ

で

は

垂
直
性
と

奥
行
き
性
が
媒
介
さ

れ

て

い

る
。

垂
直
と

奥

行
き
の

二

つ

の

原
理
の

問
に

相
互
翻
訳
が
成
立
し
て

い

て、

し

か
も
首
の

動
き

が

そ

の

翻
訳
を

つ

か

さ

ど
っ

て

い

る

の

だ
、

と
。

70

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Society for Aesthetics

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Soclety 　for 　Aest 二het 二lcs

　

こ

の

認
識
は

こ

う
一

般
化
で

き
る

。

水
平、

垂
直

、

奥
行
き
は

、

各
々

独
立

の

原
理
で

あ
り
つ

つ
、

相
互

翻
訳

に

対
し

て

開
か

れ
て

い

る

と
。

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

の

『

基
礎
概
念
』

の

冒
頭
数
章
は

難
解
だ
が、

実
は
大
半
を
占
め

る

基
礎
概

念
の

相
互

翻
訳
の

叙
述
が

難
解
な

の

で

あ
る

。

　

で

は

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

の

こ

の

「

翻
訳
」

思
想
の

源
泉
は
誰
だ
ろ

う
か

。

へ

ー

ゲ
ル

は

ど

う
だ
ろ

う
。

彼
は

「

量
は

質
に

転
化
す
る

」

と
言
わ

な
か
っ

た

だ
ろ

う
か

。

し
か

し

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

が

尊
敬
し

て

や

ま
ぬ

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

と

ラ

ー

ス

が
ヘ

ー

ゲ
ル

と
敵
対
関
係
に

あ
っ

た
こ

と

を
思
え
ば
、

へ

ー

ゲ

ル

源
泉

説
は

到
底
採
用

で

き
な
い

。

　

電

磁
誘
導
に

触
れ

た

箇
所
で

確
認
し
た

よ

う
に

、

ト

レ

ン

デ
レ

ン

ブ

ル

ク

は

一

八

四

〇

年
の

「
論
理

学
研
究
』

で
、

基

礎
概
念
の

相
互
的
な

「

翻
訳

、

移
行

、

変
換、

交
替
」

を
語
っ

て

い

た
。

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

の

影
響
力
と

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

の

人
脈
を

考
え
れ
ば
、

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

に

諸
原
理

の

「

翻
訳

、

移
行、

変
換、

交
替
」

の

視
点
を
齎
し

た

者
と
し

て
、

ト
レ

ン

デ

レ

ン

プ
ル

ク

以
上

の

適
任
者
は

考
え

ら
れ
な
い

。

　

だ

が
話
は

原
理
に

と

ど
ま
ら

な
い

。

　一

般
に

形
象
は

諸
原
理
に

よ
っ

て

構
成

さ

れ

る
。

し

か

し

原
理
自
体
が

翻
訳
的
な
の

だ
か

ら
、

原
理
に
よ
っ

て

構
成
さ

れ

る

形
象
も
翻
訳
的
な
道
理
で

あ
る

。

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク
の

影
響
の

も
と

で
、

シ

ュ

マ

ル

ゾ
ウ

芸
術
学
は

事
実
上

、

「

形

象
か

ら
形
象
へ

の

翻
訳、

移
行

、

変
換、

交

替
」

と
い

う
思
想
に

も
開
か

れ

て

い

た

と

考
え
る
べ

き
だ

ろ

う
。

　

さ

て

次
の

事
実
は

要
注
意
で

あ
る

。

私
は

い

ま
シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

芸
術
学
が
「

基

礎
概
念
の

相
互
翻
訳
」

と
い

う
契
機
を

含
む
こ

と
を
見
た

。

そ
の

意
味
で

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

芸
術
学
は

「

脱
カ

ン

ト

的
」

で

あ
る

。

　

と

こ

ろ

で

私
が
原
理
の

相
互
翻
訳
と
言
う
と

き
の

「

相
互
」

と

は
、

「

X
か

ら

Y
へ

」

と
「

Y
か
ら

X
へ

」

の

双
方
向
と
い

う
程
の

意

味
だ
が、

し
か
し

そ
れ

は
二

方
向
が

対
等
だ
と
い

う
こ

と

で

は
な

い
。

実
際、

シ

ユ

マ

ル

ゾ

ウ

は

奥
行
き
に

よ
っ

て

垂
直
お
よ
び

水
平
を
基
礎
づ

け
は

し

て

も
、

逆
方
向
の

基
礎

づ

け

は

語
ら

な
い

の

で

あ
る

。

彼
に

と
っ

て

は

奥
行
き
が
根
源
的
で

あ
る。

　
こ

こ

に

は

優
劣
の

関
係
が
存
在
す
る

。

と
こ

ろ

が

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

は

優
位
に

あ
る

奥

行
き
を
「

継
起

性
（
o囗

＝
OOOoDQ

ロ一
く
 ）
」

だ

け
で
、

つ

ま
り
カ

ン

ト

風
に

言
え
ば
「

構
想
力
の

継
起
的
図
式
」

で

理
解
す
る

。

し

た

が
っ

て

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

の

『

基
礎
概
念
』

は
、

マ

ク

ロ

に

見
れ

ば
何
の

こ

と
は
な
い
、

カ

ン

ト
の

あ

の

眩
き

、

「

引
い

て

み

な

け
れ

ば
線
を
考
え
る

こ

と

は

で

き
な
い
、

描
い

て

み

な
け
れ

ば

円
を
考
え
る

こ

と
は

で

き
な
い
」

に

回

帰
す
る

の

で

あ
る
。

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

も
ブ

イ

ー

ド

ラ

i
、

パ

ノ

フ

ス

キ

ー、

ゴ

ン

ブ

リ

チ

の

グ
ル

ー

プ
の
一

員
な

の

だ

ろ

う
か

。

　
し

か

し
こ

こ

が

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

芸
術
学
の

要
諦
で

あ
る

。

た
し
か

に

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

の

『

基
礎
概
念
』

の

全
体
搆
想
は

「

継
起
性
」

の

支
配
下
に

あ
る。

し

か
し
そ
こ

で

行
わ

れ

る

個
々

の

論
証
を
精
査
す
る

と
、

や
が
て

示
す
と
お

り、

時
間
的
で

継
起
的
な

図
式
の

ほ

か

に、

そ
れ
と

異
な
る

も
う
一

つ

の

図
式
が

併

用
さ

れ

て

い

る

こ

と
が
確
認
で

き
る

。

そ
こ

で

私
は

マ

ク
ロ

と
ミ

ク

ロ

を
区
別

し
つ

つ
、

こ

う
主

張
す
る

の

で

あ
る

。

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

芸
術
学
は
全
体
と

し
て

、

つ

ま
り
マ

ク

ロ

に

は
、

「

カ

ン

ト
的

図
式
概
念
」

に

依
拠
す
る

が、

ミ

ク

ロ

に

は
、

つ

ま
り

「

翻
訳
」

を

め

ぐ
る

個
々

の

論
証
の

現
場
で

は、
「

非
カ

ン

ト

的
図
式

概
念
」

に

依
拠
す
る

と
。

た

だ
ち
に

こ

の

事
実
の

確
認
に

取
り
か
か

ろ

う
。

（

三

1
一
）

一
一
元
論
（

翻
訳
を
つ

か
さ
ど
る
図

式）

ま
ず
あ
る

原
理
が

別
の

原
理
に

翻
訳
可
能
で

あ
る

こ

と、

こ

の

こ

と

が
個
別
に

議
論
さ
れ

る

局
面
に

眼
を

向
け
よ

う
。

こ

の

議
論
は

「

図
式
」

に

沿
っ

て

進
行

す
る

。
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シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

は

『
基
礎
概
念
』

の

な
か

で

「

図
式
（

ω
o
ゴ
 

ヨ
鋤）
」

と
い

う

言
葉
を
使
っ

て

い

な
い

。

し
か

し

そ
れ

に

も
拘
ら

ず
彼
は、

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

の

影
響
の

も
と

で
、

事
実
上

あ
る

「

図
式
」

概
念
を
使
用
し

て

い

る
。

た

だ

そ

れ
を
示
す
に

は

若
干
の

準
備
が
要
る

。

　

T
・

リ

ッ

プ

ス

（

9
Φ

o
匹
o
巳

＝
℃

窃
」
○。

ヨ
山
¢

H
ら）

は

「

美

学
（
》
°・

爵
Φ

口

犀）
」

・
の

第
】

巻
（
お
O
ω）

で
、

木
が

地
面
に

（
ま
る

で

意
思

体
の

よ

う
に
）

立
っ

て

い

る

と

見
え

る

事
実
な

ど

を
主

観
か
ら

の

感
情
移
入
で

説
明
し
た
が
、

そ
の

説

明

に

際
し

て

彼
は
二

つ

の

契
機

、

す
な
わ

ち
「

主
観
が

木
に

な
る
」

と

い

う
契

機
と
、

「

木
に

な
っ

た
そ
の

主
観
が
動
く

（

立
つ
）
」

と
い

う
二

つ

の

契
機
を

区

別

し

て

い

る
。

さ
て

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

が

「

奥
行
き
の

根
源
性
」

を
語
る

次
の

く

だ
り
も

、

リ

ッ

プ

ス

と
類
比

的
に
、

二

つ

の

段
階

の

区
別
に

触
れ
て

い

る

（
後

で

使
う
の

で
、

傍
線
と
【

一

の

二

つ

の

記
号
を
入
れ

る）
。

　
「
〔

水
平
が

実
は

奥
行
き
の
一

形
式
で

あ
る

こ

と
を

示
す
に

は〕

人
は

事
物
の

と
こ

ろ

ま

で

行
っ

て

（

『
Φ

第
口
ぴ
Φ

目

穿
 
コ）

、

自
分
を

そ
の

事
物
に

持
ち
込
む

a
σ
Φ

葺
躍
…
瞬
V

必

要
が
あ
る

。

（
中
略
）

人
は
自
分
自
身
の

垂
直
線
で

客
観

を
【
走
査
（
国

巳
雪

讐
年
 

コ）

す
る】

。

一

方
の

端
に

自
ら
の

垂
直
線
を

倒

が
い

（

Φ

三
・゚

 

訂

窪）
、

徐
々

に
他
の

端
ま
で

【
滑
る
（
9q

蚕
誰
口

二
。

自
ら
の

主

観
を

客
観
［
垂

直
線］

に

ゆ

だ
ね

（
三

躍
¢
げ
 
ロ）

な

が

ら
、

し

か

し

同
時
に

【
自

ら
運

動
を

行

う
（
の

Φ

ぎ
雪
O
ぎ
 

じd
 

芝
 

ぴp
⊆
口
αq

”

ロ
。゚

密
訂
 

昌）
】
。

点
と

点
を、

順
次、

線
が

完
成
す
る

ま

で

正
確
に

【
走
査
す
る

（
≧）
冨

毘
o
口

二

よ

う
に

し
て

。

ま
た、

次
の

垂
直
線
が

外
に

は
み

出
す
よ

う
な、

最
後
の

垂
直
線
ま
で

順
次
垂
直
線
を

【
走
査

す
る
（

〉
げ

鼠
゜。

け

 
昌

二

よ

う
に

し

て
。

こ

こ

に

は

場
所
か

ら

場
所
へ

の
【
自

己
運

動
（
ω

冨

喜
Φ

ミ
 

αq

窪）
】

の

表
象
が

関
わ
っ

て

い

る
。

（
中
略
V

水
平
を
運

動
す
る

と

き、

人

は

奥
行
き
軸
を
運
動
し

て

い

る

の

で

あ
る。
」

（
『

基
礎
概
念」

第
三

章
段
落
十
七

。

）

　

煙
突
の

思

考
実
験
が
「

垂
直
を
奥
行
き
に

」

翻
訳
し

た
の

と
違
っ

て
、

今
の

（

難

解
な）

引
用

箇
所
は

「

水
平
を

奥
行
き
に

」

翻
訳
し

て

い

る
。

最
後
の

く

だ

り
、

「

水
平
を
運
動
す
る

と
き、

人
は

奥
行
き
を

運
動
し

て

い

る
」

が

「

奥

行
き
の

根
源
性
」

を
意
味
す
る

。

だ

が

重
要
な
の

は

こ

の

結
論
で

は

な
く

、

そ

れ

に

至
る

推
論
過
程
の

方
で

あ
る。

　

こ

の

引
用

文
の

傍
線
を
付
し

た
箇
所
は
、

主
観
が
客
観
に

た
ど

り
着
き

、

自

分
を
そ

の

客
観
に

持
ち

込
む
（
O
げ
 
「

一

「
四

ぴq
口
昌
範）

運
動
で

あ
る

。

そ

れ

は

い

わ

ば

「

主
観
が

客
観
に

な
り
き
る
」

運
動
で

あ
る

。

　

対
し
て

【

】

の

部
分
は、

そ
の

次
に

来
る

運
動

、

す
な
わ
ち
主
観
が

客
観

に

自
分
を
持
ち
込
ん

だ
そ

の

後
で、

客
観
が
す
る

運
動
で

あ
る

。

　

後
者

、

【

】

の

部
分
が

重
要
で

あ
る

。

な
ぜ

な
ら

図

式
と

い

う
言
葉
こ

そ

使
わ
な
い

が、

シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

は
【

】

の

箇
所
で

図
式
概
念
に

手
を

染
め

る

か

ら
で

あ
る。

し

か

も
そ

れ
は

今
か
ら

示
す
よ

う
に

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

的

な

図
式

、

し

た

が
っ

て

非
カ

ン

ト
的
な
図
式
で

あ
る

。

（
三

−
二
）
　
二

元
論
（一
一
重
図
式
と
い

う
演
算
装
置
）

シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

が

カ

ン

ト

の

「

図
式
（

oっ
o
ず
 

日
p）
」

を
ど

う
理
解
し

て

い

た
か
、

そ

れ
に

つ

い

て

は

資
料
が

な
い

の

で

何
と

も
言
え
な
い

。

そ
こ

で

役
に

立

つ

の

が

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ
ル

ク

の

見
解
で

あ
る

。

既
に

見
た
よ

う
に、

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

は

カ

ン

ト
哲
学
に

対
し
て

少
な
か

ら
ず
批
判
的
で

あ
っ

て
、

カ

テ
ゴ

リ

ー

の

相
互

翻
訳
へ

の

理
解
が

欠
け
て

い

る

と
い

っ

て、

カ

ン

ト
を

厳
し

く
批

判
し
た

の

で

あ
っ

た
。

し
か
し

よ

く
考
え
る

と、
カ

ン

ト

は

「

翻
訳
的
な
も
の
・

越
境
的
な
も
の
」

を
こ

と
ご

と

く
排
除
し
た

訳
で

は

な
い

。

「

図
式
」

が

良
い

例
で

あ
る。

カ

ン

ト
は

図
式
に、

本
釆、

越
境
不
可
能
な
悟
性
と

感
性
の

境
界

を
超
え
る

機
能
を
許
し

た
が

、

そ
の

と

き
彼
は
原
理
相
互
の

「

翻
訳
」

を

認
め
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た
こ

と
に

な
ら

な
い

だ

ろ

う
か

。

　

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ
ル

ク

は
『

論
理
学
研
究
』

で

カ

ン

ト

の

図
式
に

微
妙
な

批

判
を

し
て

い

る
。

「

私
は

〔
カ

ン

ト

の
〕

図

式
を

否
定
し
な
い

。

カ

テ

ゴ

リ

ー

の

随
伴
的
な
像
（

じu

ま）

を
否
定
し

な
い
。

そ

れ

ど
こ

ろ

か
、

抽
象
か

ら

具
体

に

達
し、

概
念
を
適
用
可
能
に

す
る

に

は

必
ず
図
式
が

要
る

。

し

か
し
如
何
わ

し
い

の

は

図
式
の

出
自
（
国

巨
ω

冨

喜
躍）

で

あ
る

。

純
粋
悟
性
か

ら
生
ま

れ

る

カ

テ

ゴ

リ
ー

が

純
粋
構
想
力
を

身
に

ま

と

う
と

は

信
じ

が

た
い

。

根
本
概
念
を

時
間
と
い

う
原
基
に

溶
か
し
込
め

ば
、

概
念
の

適
用
〔

の

可
能
性
〕

を
説
明
で

き
る

と
い

う
の

も
信
じ

が
た

い
。

三

次
元

に

広
が

る

空

間
は、

冖

方
向
に

進
む

時
間
と
違
い

す
ぎ
な
い

だ
ろ

う
か、
時
間
に

位
置
づ

け
ら
れ

た
ら、
カ

テ
ゴ

リ

ー

は
〔
自
動
的
に〕
空
間
に

位
置
づ

け
ら

れ

る

と

で

も
言
う
の

だ

ろ

う
か。
（
中
略
）

む

し

ろ

こ

う
で

な

け

れ

ば

な
ら

な

い
。

像

を

産

出

す

る

構

成
的

運

動

（

パ
o
昌

ω

獣

9
晋
 

じウ
 

≦
 

餮
口
ぴq）

が
カ

テ
ゴ

リ
ー

の

導
出
の

基
礎
を
成
す
の

だ

か

ら
、

カ

テ

ゴ

リ

ー

に

は

端
か
ら

図
式
が

備
わ
っ

て

い

る
。

像
と

概
念
は

分
離
で

き
な
い

。

カ

ン

ト
が

弥

縫
策
と

し
て

図

式
論
を
準

備
し
た

裂
け
目

（

ヨ
＝

冲
）

な
る

も
の

が、
そ

も
そ
も

存
在
し

な

い

の

で

あ
る

。

」

（
『

論
理
学
研
究
』

第
一

巻
、

三

七
八

頁
。

傍
線
の

強
調
は

金
田

。

）

　
ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク
は

こ

う
言
っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

カ

ン

ト
に

倣
っ

て

図
式
の

存
在
は

認
め

よ

う、

し

か

し

「

構
想
力
に

よ

る

継
起
的
綜
合
」

と
い

う

時
間

の

独
裁

体
制
は

不
当
だ

か

ら、

空
間
に

も

綜
合
の
一

半
を
委
ね
る
べ

き
で

は

な
い

か
。

そ

も
そ
も
根
源
に

あ
る

運

動
が

、

時
間
的
に

し
て

空
間
的
と
い

う

二

面
性
を

持
っ

て

い

る

（

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

の

根
本
認
識）

。

し

か
し

図

式
は

そ

の

運
動
に

基
づ

く
の

だ

か

ら
（

引
用
傍
線
部）

、

図
式
も
時
間
的
と

空

間
的
の

二

重
の

図
式
で

な
け
れ

ば

な

ら
な
い

。

す
な
わ
ち
図
式
は

二

重
で

あ
り

、

一

方
に

時
間
的
図
式、

他
方
に

空
間
的
図
式
が
あ
る

の

だ、

と
。

　

と

こ

ろ

で

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

の

「

基
礎
概
念
』

を
読
む

う
え
で

気
に

か

か

る

の

が
、

「

発
生
（
Ω
Φ

ロ
 
ω

邑
」

お
よ

び
「

発
生

的
（

ぴq
 

コ
 
け【
ω

o
ゴ
）

」

と

い

う
言
葉

で

あ
る

。

こ

の

場
合、

我
々

は

彼
の

こ

の

言
葉
の

用
法
を
ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ
ル

ク

の

そ
れ

か
ら

正
し
く
区
別
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

　

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ
ル

ク

に

よ

れ

ば

ド
イ
ツ

哲
学
に

「

発
生
」

観
念
を
導
入
し

た

の

は

J
・

G
・

フ

ィ

ヒ

テ

qo7

帥

目
Oo

巳
冨
げ

霊
o
巨
Φ゜
目

刈

爵
ら
◎。

匹）

で

あ
る

。

彼
は
「

発
生
を
哲
学
に

持
ち
込
ん

だ

こ

と
は

フ

ィ

ヒ

テ

の

不
朽
の

功
績
で

あ
る
」

と
フ

ィ

ヒ

テ

を
高
評
す
る
（
16v

。

さ

て

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

は

「

発
生
・

発

生
的
」

と

い

う
語
を、

フ

ィ

ヒ

テ

に

倣
っ

て
、

「

哲
学
の

方
法
」

に

は

使
用
す

る

の

だ

が
（

発
生
的
考
察
と

い

う
形
で
）
、

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

は

こ

の

先
例
に

倣
っ

て

い

な

い
。

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

は

「

発
生
」

と
い

う
語
を
使
用
す
る

に

当
た
っ

て
、

そ
れ

を

図
式
に

、

し
か
も
片
方
の

時
間
的
図
式
だ
け
に

使
う

。

彼
に

お
い

て
「

発

生
的
図
式
」

と
は
「

時
間
的
図
式
」

の

こ

と
で

あ
る

が
、

こ

れ

は

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

に

は

見
ら

れ

な
い

用
語
法
で

あ

る
。

　

と

は

言
っ

て

も、

シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

は

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

に

対
す
る

学
問

的
忠
誠
を
捨
て

た

訳
で

は

な
い

。

前
段
の

意
味
で

た
し

か

に

両
者
は

異
な
っ

て

い

る
。

し
か

し
、

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ
ル

ク

の

「

時
間
図
式
と
空

間
図
式
の

二

重

図
式
主
義
」

に
、

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

が
加
担
す
る

こ

と

に

変
わ
り
は

な
い

の

で

あ

る
。

　
「

基
礎
概
念
』

に

は

「

発
生
（

O
Φ

昌
 

ω

邑
」

と
い

う
言
葉
が
数
回

登
場
す
る

が
、

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

が

時
間
図
式
（

継
起
的
図
式）

に

空
問
図
式
を
対
抗
概

念
と

し

て

立

て

た

よ

う
に

、

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

も
事
実
上
、

発
生
的
（

ぴq
Φ

澪
冖

『
07

）

図
式
に

非
発
生
的
な

図
式
（
に

相
当
す
る

も
の
）

を
対
抗
概
念
と

し

て

導
入
し

て

い

る
。

（
な
お、

私
は

こ

こ

で

は
、

シ

ュ

マ

ル

ゾ
ウ

と
ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

に

限
っ

て、

カ

ン

ト
に

な
い

「

時
間
図
式
」

や

「

空
間
図
式
」

と

い

う
言
葉
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を
使
っ

て

い

る
。

）

　
（
三

−
一
）

の

引
用
文、

つ

ま
り
語
を
【

】

で

囲
っ

た
例
の

引

用
文
に

戻

ろ

う
。

【

】

で

囲
っ

た
運
動
は
、

主

観
が

垂

直
線
と

い

う
客
観
に

自
分
を
持

ち
込
ん

だ

そ
の

後
で、

そ
の

客
観
が
、

正

確
に

は

「

客
観
の

振
り
を
し

た
主

観
」

が

す
る

運
動
で

あ
っ

た
。

し

か
し

こ

の

運
動
は
二

重
性
格
を

帯
び

て

い

る
。

な

ぜ

な
ら、

他
方
で、

振
り
と

は

言
え

「

客
観
」

で

あ
る

限
り
で

そ

れ

は

空
間
図

式
に

従
い

、

も
と
も
と

「

主

観
」

で

あ

る

限
り
で

そ
れ

は

時
聞
図
式
（
発
生

的
図

式
）

に

従
う
か

ら

で

あ
る

。

　
そ
の

こ

と

は

使
用
さ
れ
る

言
葉
に

現
れ

て

い

る
。

【

】

の

枠
の

な
か
の
「

走
査

（
閏

巳

餐
Φ

P

き
＄
ω冖
窪）
」 、
「

滑
る
（
O冖
 

菷
巳
」 、
「
自
己
運
動
（

Q。
8
喜
Φ

自

£
 

昌）
」

は
、

い

ず
れ

も
主
観
性
と
客
観
性
の

両
方
に

股
が

る

言
葉
で

あ
る

。

実
際、
「

走

査
す
る
」

、

「

滑
る
」

は、

作
用
で

あ
る

限

り
で

は

た

し

か

に

主

観
的

だ

が
、

同

時
に

こ

の

作
用
に

は

「

客
観
と
の

相
即
」

と

い

う
契
機
が

含
ま
れ

て

い

る
。

な

ぜ

な

ら
、

進
む
卞

観
は

客
観
に

「

沿
っ

て

（
 
旨
ユ

穹
吃

進
む
（
富

耳
Φ

巳
」

か

ら

で

あ
る

。

「

沿
っ

て

進
む
」

と
い

う
行
為
は、
「

進
む
」

限
り
に

お

い

て

は

時

間
図
式
に

従
い
、

他
方、
「

沿
っ

て
」

と
言
う
限
り
に

お

い

て

は

空
間
図

式
に

従
う

。

眼
を

閉
じ
て、

手
で

壁
に

触
れ

な

が
ら
、

そ
の

壁
に

「

沿
っ

て
」

歩
む

と

き、

人
は

時
間
図
式
と

空
問
図

式
の

両

方
に

関
与
し

て

い

る、

と

言
え
ば
分

か

り
や

す
い

だ
ろ

う
か

。

そ
の

よ

う
な

発
想
に

お

い

て
、

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

は

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

の

二

重
図
式
（

時
間
図
式
と
空
間
図
式
の

二

重

性
）

の

思

想
に

合
流
し

て

い

る

の

で

あ
る

。

　

結
論
を

急
こ

う
。

繰
り
返
し
に

な

る

が、
（
三

−
一
）

の

【

】

入

り
の

引

用
で

は、
「

客
観
の

振
り
を
し
た

主
観
」

は
、

「

主
観
」

で

あ
る

か

ぎ

り
で

時
間

的
・

継
起
的
（
発
生

的）

に

振
る

ま
う

。

し
か

し

振
り
と
は

い

え
「
客
観
」

で

あ
る

限
り
で、

空
間
的
・

同
時
的
（

非
発
生
的）

に

振
る

ま
う

。

こ

れ

が
芸
術

学
の

内
蔵
す
る

二

重
の

図
式
で

あ
っ

た
。

　
さ
て

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

は

こ

の

議
論
を、

水
平
を

奥
行
き
に

翻
訳
す
る

な
か

で

登
場
さ
せ

て

い

る。

し

た

が
っ

て

そ
れ

を

コ

例
」

と

見
れ
ば

、

一

般
化
し

て

こ

う
言
え
る

だ

ろ

う
。

一

般
に、

時
間
と

空
間
の

二

重

図

式
こ

そ

が
、

原
理
か

ら

原
理
へ

の
、

形
象
か

ら
形
象
へ

の

「

翻
訳
」

を

つ

か

さ

ど
る

当
の

も
の

な
の

だ
、

と
。

　

ま
さ

に

こ

の

「

二

重
図
式
」

と

い

う
仕
方
で

シ

ュ

マ

ル

ゾ
ウ

は

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

の

要
請
に

応
え
て

い

る
。

十
九
世
紀
中
葉
に

な

さ

れ

た、
「

構
想
力

の

継
起
的
綜
合
と
い

う
カ

ン

ト

の

時
間
独
裁
体
制
に

終
止

符
を
打
て
」

と
い

う

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

の

「

脱
カ

ン

ト

的
」

指
令
に

、

シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

は

遅
れ

ば

せ

な

が
ら

（

一

九
〇

五

年）

美
学
者
と

し
て

応
答
し
た

の

で

あ
る

。

　

ま
と

め

よ

う
。

『

基
礎
概
念』

の

論
理

は

時
間
と

空
間
の

二

重
図
式
で

織
り

成
さ

れ

て

い

る
。

シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

が、

フ

ィ

ー

ド

ラ

ー、

パ

ノ

フ

ス

キ

ー
、

ゴ

ン

ブ

リ

チ
な

ど
の

カ

ン

ト

直
系
の

芸
術
学
と
一

線
を
画
す
の

は、

つ

ま
り
彼
が

「

脱
カ

ン

ト

的
」

な
の

は、

ま
さ
に

図
式
の

二

重
性
ゆ

え

で

あ
る

。

（

三
）

の

議

論
は

終
わ
っ

た
。

第
五
節

総
括

「

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

芸
術
学
の

哲
学
的

源
泉
は

な
に

か
」

と

い

う
問
い

に、

私
は

こ

う
答
え
る

。

第
一

に

彼
は

、

ラ

イ
プ
ニ

ツ

か
ら

「

運
動
に
よ

る

学
問
の
一

元

的
構
成
」

を
取
り
入

れ

て

い

る
。

第
二

に
、

ト
レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク
か
ら

「

原

理
相
互
の

翻
訳
・

移
行
・

変
換
・

交
替
」

と

い

う
演
算
装
置
と
、

「

翻
訳
を
司

る

二

重
図
式
」

と

い

う
証
明
装
置
を
借
り
て

い

る
。

第
三

に
、

直
接
の

コ

メ

ン

ト

こ

そ
な
い

が、

ト

レ

ン

デ

レ

ン

ブ

ル

ク

経
由
で

、

キ

ー

ネ
ー

シ

ス

が
ア

リ

ス
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ト

テ

レ

ス

哲
学
で

果
た
し
た

二

重
の

役
割
を
自
ら
の

「

二

重
図
式
」

に
付
与
し

て

い

る
。

　

以
上
が
シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

芸
術
学
の

三

源
泉
で

あ
る

。

だ
が
源
泉
は
実
は

も
う

一

つ

あ
る

。

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

芸
術
学
は

カ

ン

ト

美
学
の

変
異
体

、

ミ

ュ

ー

タ

ン

ト

（
日
置

富

巨）

で

あ
る

。

な
ぜ

な
ら
シ
ュ

マ

ル

ゾ
ウ

は

カ

ン

ト
に

倣
っ

て

「

構

想
力
に

よ

る

綜
合
」

を

奉
じ

つ

つ

（
マ

ク

ロ
）

、

カ

ン

ト
に

抗
っ

て

「

運
動
原
理
」

を
追
加
装
備
（
ミ

ク
ロ
）

し

た
か

ら
で

あ
る

。

カ

ン

ト

は

シ
ュ

マ

ル

ゾ

ウ

芸
術

学
の

0
番
目
の

源
泉
で

あ
る

。

　
シ

ュ

マ

ル

ゾ

ウ

芸
術
学
の

扉
は、

こ

の

三

つ

ま
た

は

四
つ

の

山

を
持
つ

鍵
で

な
け
れ

ば
開
か

な
い

。

フ

ィ

ー

ド
ラ

ー
や
パ

ノ

フ

ス

キ

ー

な
ど

カ

ン

ト
直
系
の

鍵
を

使
っ

て

も
、

そ
れ

は

開
か
な
い

。
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澤
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大
学

出
版

局、

二

〇

一

二

年

ヴィ

ー

ン

学

で

リ

ー

グ

ル

を

指

導

し

た
の

は
、

ヘ

ル

バ

ル

ト

の

弟
子
、
フ

ォ

ン

・

ィ
ン

メ
ルマ

ン

で

あ
っ
た
。
リ

ー

グル
の
哲学
的背

景に
つい

て
は

O
ロ

げ
゜

ロ

o
お

ζ

ド

げ

鋤

 
汀

→
｛
日

 
、Q

。

＜屮

o
。

子

Q

り環
「

n

ρ謬
《

o

ω广
q

罫
勹憎
Φ

B

ρ卜
⊇

 

（

12

）

（

13

）

（

14

）

（

15

）

（

16

）

日
本

語
で

J

・

v
・
シ
ュ
ロ
ッ

サー

、

『

美

術

史
「

ウ

ー
ン

学

派

」

』

、
（

細

井

雄

介

訳

、
中
央
公

論

美
術

出
版

、

二
〇

〇
〇

年

）
。

レ
ン

デ
レ
ン

ブ

ル
ク

の

ヘ

ル
バ

ルト

派

攻

撃
は

下
記
を
参
照

。

⇒

Φ
巳Φ
δ暮
ロ

饋
…

＝
冨
8

ユ
ωo
げ

Φ

ゆ忽
環似
 q

N

目

「

勺

『
ロ

o
の
o
や

言

Φ
’

じ

ロ

Φ
…

員
ゆ

Φ

誓
ぬ

Φ

し

Gc

 

N
ζ

ユ
゜

ω

゜

ヘ

ル

バ

ル

ト
の

空

間
論

の
最

終

形

態
は

次
の

資
料で

押

さ
える

こ
と
が

で

き

る

。
＝

げ
霞

戸
｝O
ゴ
穹
口

哨

ユ
ユ
ユ

6
拝

℃

亀6
『O
ぎ働
Q
δ

曵
゜

。

≦

尻
ω

 
口
ω

O
げ母

戸

内
α

砂

q
筈

Φ

「

鱒
¢
oN

Φ
ハ

同○。
卜

。

．

と

く
に

一

〇

九

節

か

ら
一
一

六

節

、

お

よ

び

付

さ

れ

た
「

注
（

診

ヨ

 

＝

昌ひ

q
）

」
。

　

ち

な
み

に

エル

ン

ス
ト

・
カ
ッ

シ

ー

ラ

ー

の

『

認
識

問

3
』

（
須

田

朗

ほ

か

、
み

す

ず
圭

旦房

、

二

〇

一

三
年
）

の
第

5
章
は

、

ヘ

ル

バ
ル

ト

哲
学

の
紹

 

ﾆ
し

て

優

れ

て
い

る

。

十

九
世

紀
初
頭

、
フ

ラ
ン
ス
哲
学

は
す

で
に
身

体に
立
脚

す

高

度の

人
間

学

を

生
ん

でい

た
（

た

と
え

ば

メ

ー

ヌ

・
ド

・
ビ
ラ

ン

（
ζ

巴
昌

⊆
Φ

切

貯
9
ロ

．
旨
 

中

一

。

。
漣

ご
。

そ

れ
と

比
べ

て
、

十

九

世
紀

の

イ
ツ

語

圏

の

哲学

が
総

じ

て

身

体

概

念

に
対
し
て

極的
あ

る
い
は

も
し

か
す
ると

自

制
的
で

あ

っ
た

理
由

と

背

景
に

つ
い
ては
、

別
の
論

考

に
委
ね
ざ

を

得

な

い
。

じ

σ

Φ
∋

Φ
「ざ
コ
騎

 
ロ

。

罕
善

日
葫

冒
ヨ
Φ

口
ω
o
ご

腎

げ
魯幻
躄

日
ゆ

Q
 

冠
Φ

戸

本

論
文
は

以

下

に

所収
さ

れ
て
いる

。
N

 
【

ヨ
o
ゴ

「

穿

密
「

》

の

芸
 
冖貯

ニロ

薗

＝
ぴ

q

 
8

 

ぎ

Φ

閑

二
⇒
ω
箸
δ

ω

 
昌
  o
『

聾

一
の

巨
洋

働
q

程
尉
「

 
乙

ご
缶

昌塵
国

＝
貯

薹
巳

卜
oO

°

→

器
ロ
島

2
 
昌
σ

ロ

嶺
…
N霞
国

ユ

昌

コ
 
≡

口

ゆ

煢

国

⇒

ぎ
プ

譽

旨

Oo
三

8σ国
o
耳

じ

ロ

 

芸

P

∪

「
ロ

O

胛
奠

皀

島
奠

訳

α
口

貫

ま

げ

Φ

〉
歹

号

ヨ
凶

 
匹

嘆

δ

ω

 

⇒
ω

O
げ

葺
 

P

目
oO

  卜

9
。

ト
レ

ン
デレ

ン

ブ

ル
ク

が

見

て
い
る
の
は

お

そ

ら

く
フ

ィ

ヒ
テ
の

の
遺

稿。

q
げ
奠

畠
器

く

曾
7
鑑

叶
巳

函
ユ

奠

ド

o
Φ

q

貯

N
β
憎

℃

匪

δ

o
ゆ

o

窓

Φ

o
匹

曇

酔
話

口

ω
ω
o
 

昌
ユ

 
葺

巴

 

ピ
。 
q

陣
お

目

い

。
’

た
と
え

ばそ
の

一

五

頁
を

参

照
。

な
お
本

遺

稿は

下
記

に
所

収
さ れ

て

る。
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